
演劇実験室∴紅王国　第拾参召喚式
作・演出　野中友博
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企画書
　現代の鏡花と称される幻想的文体と、カルト宗教、天皇制、HIV、BC級戦犯といった題材から、幻想的社会派演劇として認知されてきた紅王国の、6年ぶりの書き下ろし公演

　山と森に隔てられた寒村、戸来村は古くからの潜伏キリシタンの信仰を守る、言わば隠れ切支丹の里であった。その小さな村に、「靖国の母」の一人である靖国奉賛会の使者が訪れた。次の靖国神社の例大祭に、村の戦死者遺族を招く為に、そして、翌月に皇居前広場で行われる紀元二千六百年記念式典に招く為に……

　だが、彼女に伴ってやって来たのはその身分を隠した特別高等警察の刑事達であった。首を捻られて殺害された村でただ一人の医師の事件、 そして村人達の愛国心、忠誠心を見極める為に……
2015年10月28日～11月3日
於：ウッディシアター中目黒
●はじめに・・・信じる自由と信じない自由
　『破提宇子（はだいうす）』はハビアンというキリシタン名、あるいは不干斎巴鼻庵（ふかんさいはびあん）という号のみが伝わる転びイルマン（修道士）の書いた排耶書（はいやしょ）、即ち徳川幕藩体制下では御禁制とされたキリシタン信仰を批判する文書の題名である。このハビアンという人物、元々禅僧であったが受洗してイエズス会に加入し、『妙貞問答』等のキリシタン擁護の著述を著しているが、後に修道女と駆け落ちして棄教し、キリスト教を迫害する側に回ったという数奇な人生を生きている。

　私はこれまで演劇実験室∴紅王国の作品として、隠れ切支丹、あるいは近現代のキリスト教や聖書に由来する劇を数多く書き、上演してきた。
旗揚げ作品となったテアトロ新人戯曲賞の受賞作でもある『化蝶譚』は青木ヶ原樹海の深奥に迷い込んだ人々が、隠れ切支丹信仰を守る蝶の姉妹と出会う物語であった。 
吸血鬼をエイズ、即ちＨＩＶのメタファーとして描いた『不死病』の舞台は、敗戦後間もない隠れ切支丹の里、戸来村だった。
今回の作品、『破提宇子』は、『化蝶譚』の時代（1940年）に、『不死病』の舞台となった戸来村という隠れ切支丹の里で何があったのか……という事を出発点としている。とはいえ、 『破提宇子』はそれ自体独立した物語なので、前掲二作の続編でも前日譚でもない。

　1940年、即ち昭和15年という年は、第一には日独伊三国同盟の結ばれた年として記憶されているだろう。前年にはノモンハン事件で日本軍は多くの戦死者を出し、「靖国の母」という言葉が流行語の一つとなる時代だった。そして、神武天皇の即位より二千六百年と言う事で、皇紀紀元二千六百年式典など が行われ、国威発揚が行われていた。また、創氏改名という法が施行され、当時は我が国の植民地であった朝鮮民族の人々に日本名が強制されたりもしていた。 一般には知られない事だが、この年には皇紀二千六百年奉祝全国基督教信徒大会という物が、二万人もの人を集めて青山学院で行われている。

　私は時に、排斥されるマイノリティーの象徴として隠れ切支丹を取り上げ、また時には人々の自由を縛る迷妄としてキリスト教原理主義を描いた事もある。まるでハビアンのようでは無いかと言われそうだが、今回はこれまでの作品と決定的に違う事が一つある。それは当の私自身が洗礼を授かってキリスト者となっている事だ。2012年、父の死を看取った私は教会に通うようになり、翌年のイースターに受洗した。それから間もなく、母を亡くし、妻の他に家族と呼べる者はいなくなってしまった。そしてその年の末、安倍晋三は靖国神社に参拝した。信仰を持つ身となってから、靖国は戦前の国家神道の悪夢を蘇らせる恐怖の対象となった。
　『破提宇子』という題名は、キリストを救世主として受け入れ、それを魂の自由としている人々にとっての恐怖の対象として、作品題を『ドラキュラ』とか『ゴジラ』と付けるような物だった。

　だが、構想を続けるうちに、私は一つの葛藤を抱える事になった。それはキリスト者であるという今の自分の立ち位置を俯瞰し、更に跳び越えた位置に 立たなければ、人間の魂の自由その物に迫る事は出来ないという作劇上の超課題であった。そう、受洗した今となっても、私の心の中には、主なる神への賛美と、『神』という権威に抗おうとする、相反する声があるのである。ある日の礼拝後、私は牧師先生にこう質問した。「主は何故人間に自由意志をお与えになったのですか？」と……そして第一稿の脱稿を果たした後、「教会から破門される事を覚悟で書きました」と申し上げた。

　靖国神社に対する批判的な要素を含むこの劇は、ある種の方々にとってはたまらなく不愉快な物だろう。だが、過去の植民地下にあった韓国、台湾などの日本軍軍属の御遺族達は、靖国からの合祀取り下げを切に願っているし、日本人の中にも仏徒であるから、キリスト者であるからという理由で合祀取り下げを願う遺族は少なくない。そして集団的自衛権の行使、安保法案の施行に伴って自衛官に戦死者が出て、それが靖国に祀られるとなったら、国家神道が仏教やキリスト教などを超越した超宗教として君臨するという悪夢はまさしく現実の物となるだろう。

　私は私自身がクリスチャンになったからと云って、劇団員に「キリストを受け入れて福音を信じなさい」等とはただの一言も云った事がない。妻にすら、「教会の礼拝に出席して欲しい」と云った事は無い。私に信じる自由があるように、誰にだって信じない自由はあると思うからだ。キリスト者には、南無阿弥陀仏を唱えて阿弥陀如来に帰依する事をしない自由があるし、仏弟子にはナザレのイエスを救世主として受け入れる事をしないで良い自由があるだろう。同様に「靖国の英霊への敬意」という物を信じない自由があってしかるべきだと私は思う。信じない自由が無ければ信じる自由もまたあるまいと思う。

　それが劇団員達に「刺されたらどうするんですか？」と心配されるようなこの劇を書き、上演する理由である。
　ジャン･ポール･サルトルは云った。 「人間は生まれながらに自由の刑に処せられている」
紅王∴野中友博
●公演詳細

公演期間■2015年10月28日～11月3日　(上演予定時間120分)

	10/28(水)
	10/29(木)
	10/30(金)
	10/31(土)
	11/1(日)
	11/2(月)
	11/3(火)

	
	
	
	14:00
	14:00
	
	14:00

	19:00
	19:00
	19:00
	19:00
	19:00
	19:00
	


　※開場は開演時間の30分前　受付は開演時間の60分前

公演劇場■ウッディシアター中目黒　TEL：03-3791-6566

　　　　　　　東京都目黒区上目黒2-43-5キャトルセゾンB1F
　　　　　　　（東急東横線、日比谷線乗り入れ「中目黒駅」下車　徒歩8分）

料金■前売：￥4,000　当日：￥4,500　日時指定、自由席

チケット予約■Ｋ・企画　TEL&FAX.03-3419-6318（電話予約のみ）

　　　　　　■Ｋ・企画の予約フォーム（予約のみ）

　　　　　　　<http://www.k-kikaku1996.com/work/kurenai/index.html>
チケット取扱い■カンフェティチケットセンター　TEL.0120-240-540

　　　　　　　　（受付時間　平日10:00～18:00）
　　　　　　　フォーム予約< http://www.confetti-web.com/detail.php?tid=30551>

情報・問合せ■Ｋ・企画　TEL&FAX.03-3419-6318
　　　　　　■紅王国　TEL.080-7939-1810
出　　演■阿野伸八／恩田眞美／松永太樹／野口清和／野上文／藤井佳代子（青年座）

　　　　　松岡規子／円谷奈々子／山本隆世(1980)／尾山道郎／原佳代子／坂元郁子
　　　　　佐藤駿平／樽本綾子／中村真衣／他
スタッフ■美術／丸山賢一　照明／中川隆一　音楽／寺田英一　音響／青木タクヘイ

　　　　　衣装／兼松光　振付・殺陣／恩田眞美　舞台監督／川田康二

　　　　　制作／高橋ゆうき　制作協力／菊地廣　演出助手／中村真衣

　　　　　宣伝美術／KIRA　Web担当／HIMIKO
 Co-CREW■在倉恭子／石井雅典／鰍沢ゆき／佐藤由美子／重村香織／萩谷正人
MUSICIANS■寺田宏／Guitar, Synthesizer & Other Instruments
　　　　　小林拡史／Drums &Percussions／龍谷真央／Flute
THANKS■ひよこ組／あとむの会／INDISCIPLINE／K企画／ギャラリー＆占いシコウ
●梗概

　時に1940年、昭和15年の日本は、神武天皇が即位し大和朝廷を開いてから2600年と言う事で、「皇紀紀元二千六百年」の国威発揚が高まって いた時代であった。前年にはノモンハン事件で夥しい戦死者を出し、「靖国の母」という言葉が流行語ともなっていた時代であった。

　日本はドイツ、イタリアと日独伊三国同盟を結び、世界戦争への危機は高まっていた。植民地下にあった朝鮮民族の人々に、創氏改名として日本名が強制される、そんな時代であった。
　日本の何所か……山と森に隔てられた寒村、戸来村は古くからの潜伏キリシタンの信仰を守る、言わば隠れ切支丹の里であった。その小さな村に、「靖国の 母」の一人である靖国奉賛会の使者が訪れた。次の靖国神社の例大祭に、村の戦死者遺族を招く為に、そして、翌月に皇居前広場で行われる紀元二千六百年記念 式典に招く為に……
　だが、彼女に伴ってやって来たのはその身分を隠した特別高等警察の刑事達であった。首を捻られて殺害された村でただ一人の医師の事件、 そして村人達の愛国心、忠誠心を見極める為に…… 

　そして、戸来村、御嶽本家の当主、御嶽佐兵衛にはもう一つの心痛があった。息子や孫、全ての跡取りとなる男子を戦争で失い、た だ一人残った孫娘の璃辺華（りべか）には、得体の知れぬ霊が取り憑き、不可思議な言動を繰り返していた。そして殺害された医師は、孫娘の部屋から、硝子窓 を突き破って投げ捨てられていたのだ。

　フィールドワークにやって来た民俗学の女学者と精神分析医、何処から来たとも思われぬ歩き巫女や帽子の浮浪者……ひっそりと隠 れていた村に、多くの人々が集まる中、一つの報せが告げられた。身寄りが無く、本家から出征してノモンハンで戦死したはずの男が、村に帰って来たと……
　その時、一年前から壊れて動かなかった本家の……
　村でただ一つの柱時計が時を告げ始めた……！

　医師殺しの犯人は誰か？　本家の孫娘に取り憑いたのはいかなる霊か？
　村から出征し、独り残らず戦死してしまった若者達の魂は何処にあるのか……？
　「ぱらいそ」か、「いんへるの」か、それとも、「靖国」か……？

演劇実験室 紅王国　プロファイル
1998年、テアトロ新人戯曲賞受賞作家・野中友博を中心として結成。現代の鏡花と称される幻想的文体とカルト宗教、天皇制、HIV、BC級戦犯といった題材から幻想的社会派として認知されている。

2006年『不死病2006』以降、劇団体制を解消してプローデューサーズ・ユニットとして組織再編。本作『我が名はレギオン』より本格的に活動再開。

〒154-0005　世田谷区三宿2-28-30　メゾン・アンジュ301　P-BOX内

　http://www5e.biglobe.ne.jp/~kurenai-/
野中友博（作・演出） プロフィール
１９６２年　東京都出身　桐朋演劇科１６期卒

１９８４年　劇団青年座入団　同年退団

１９８５年　TOTAL ART FOUNDATION [P-BOX]結成　演劇部門「パンドラ劇場」を主宰し、作・

　　　　　　演出家として８９年まで活動。　TVドラマの企画などに参加。

１９９５年　銀座みゆき館劇場プロデュースによるイプセン作「ヘルゲランの勇者達」の脚色演

　　　　　　出で演劇復帰。　同年 日本劇作家協会加入

１９９８年　「化蝶譚」でジャブジャブサーキットのはせひろいち氏らを抑え、第9回テアトロ

　　　　　　新人戯曲賞受賞。同年 演劇実験室∴紅王国設立。作・演出を担当
１９９９年　菅谷勇氏 難波圭一氏らの劇団 「TBワンスモア」10月公演「倭王伝」の台本を担当。

　　　　　　白水社 岸田国氏戯曲賞一次選考にノミネートされる。

２００３年　『蛭子の栖』で、二度目の白水社 岸田國士戯曲賞一次選考にノミネートされる。

現在は自らが主宰する『劇作ワークショップ∴DISCIPLINE』で、後進劇作家の指導育成にあたっている。
上演記録

	第壱召喚式

『化蝶譚』〜けてふたん〜
	1998. ６月10日〜17日

ウッディーシアター中目黒

	第弐召喚式

『井戸童』〜いどわらべ〜
	1998.12月２日〜９日

ウッディーシアター中目黒

	第参召喚式

『不死病』〜ふじのやまい〜
	1999.11月17日〜23日

ウッディーシアター中目黒

	第四召喚式

『人造天女』〜じんぞうてんにょ〜
	2000.９月27日（水）〜10月３日（火）

ウッディーシアター中目黒

	第五召喚式

『水神抄』〜すいしんしょう〜
	2001.６月21日（木）〜６月24日（日）

劇場ＭＯＭＯ

	第六召喚式

『御蚕様』〜おしらさま〜
	2002.２月20日（水）〜２月26日（火）

劇場ＭＯＭＯ

	第七召喚式

『女郎花』〜おみなえし〜
	2002.９月11日（水）〜９月17日（火）

『劇』小劇場

	補完計画−１

『雄蜂の玉座』〜おばちのぎょくざ〜
	2003.５月16日（金）〜５月18日（日）

スタジオ・あくとれ

	第八召喚式

『蛭子の栖』〜ひるこのすみか〜

《白水社岸田國士戯曲賞一次候補》
	2003.10月22日〜28日

劇場ＭＯＭＯ

	補完計画−２

『火學お七』
《『岸田理生戯曲連続上演2004』参加作品》
	2004.６月23日〜27日
中野スタジオあくとれ

	第九召喚式

『聖なる侵入』
	2004.10月27日〜11月3日

『劇』小劇場

	第拾召喚式

『美神の鏡』
	2005.9月28日〜10月4日
『劇』小劇場

	第拾壱召喚式
『不死病2006』
	2006年3月1日(水)〜5日(日)

ザ・ポケット（中野）

	第拾弐召喚式
『我が名はレギオン』
	2007年11月26日(木)〜29日(日)
ザ・ポケット（中野）


※紹介文など

　野中は三年前のテアトロ新人戯曲賞を受賞し、その受賞作『化蝶譚』で「紅王国」を旗揚げ、『不死病』は一昨年の『井戸童』に次ぐ第三回公演になるが、ファンタジー色の濃い物語に社会性を加味するという劇団の方向性が、この作品において、ある程度、結実したといえよう。舞台となるのは、敗戦直後の隠れ切支丹の里。不死病とは、察するとおり、吸血鬼を媒介にして発生する疫病のことで、冒頭から、寝台に寝かされた美女を黒頭巾を被った異様な一団が取り囲むといった場面があり、舞台はオカルト的雰囲気に満ちている。この寒村で若い男性の変死体が見つかったというので、元帝大教授の法医学者が数十年ぶりに出身地を訪れる事になるのが物語の導入。以後、主にこの地の旧家の座敷と、切支丹進行を守ってきたからくり仕掛けの教会内部を舞台に、旧家の当主である姉妹や、寄宿している復員兵、事件調査の刑事、「ハナレ」で生活している不死病治療の医師夫婦、それに神父代理の修道女などによって、この村で発生する不死病の秘密が暴かれていくという展開になる。作者特有の衒学趣味が巧妙な舞台設定と共にうまく生かされている。

　だが私が面白いと思ったのは、そうしたゴシック・ホラー的要素のためばかりではない。むしろその逆で、吸血鬼による不死病を、感染してから発病するまでの潜伏期間に四、五百年を要する伝染病とする科学的合理的な解釈のためだ。不死病は、感染すると細胞が突然変異を起こして一切の成長・老化がストップするが、その代わり性的欲望が衰退し、患者同士の吸血がわずかにその代替行為になるのだという。病の伝搬を防ぐには患者の心臓にサンザシの木を削った杭を打ち込み、首を切り落として足元に置くという残酷な方法がとられ、その死体を焼いた灰を清水に流して浄めねばならないのは伝説のとおりだが、ここではニンニクを恐れたり、蝙蝠に変身するといった吸血鬼の習性は顧みられない。そして、「予防は治療に勝る」という信念の下、患者を根絶せんとする法医学者と「病者こそが病魔と闘う者であり、病原体ではない」という、実は自らも四百年を生きている罹患者である「ハナレ」の医師が対決する。

　このことは実に多くの類推を可能にさせる。ひとつは、劇中でも語られるように、不当な差別と偏見によって長く隔離政策がとられてきたハンセン病などの歴史、またひとつは、民族浄化とそれに伴うジェノサイドの世界史的経験である（勿論、こうした不寛容な精神は、例えば最近の、オウム真理教の信者の子供たちを教育機関が排除した論理までを思い浮かばせよう）。と同時に、発病（意識が混濁し、理性や判断能力を失って、夜行性の吸血動物になる）を恐れながら、想像を絶する長い潜伏期間を生きなければならない罹患者の「孤独」は、現代にあっては、何よりもＡＩＤＳを想起させる。それ故に「ハナレ」に隔離されている女性患者の「私を覚えていて」という叫びは、私たちにとっても痛切なのだ。時代背景も的確に描かれていて、ファンタジーでもこれだけのことが言える、と、私はまさに意表を衝かれる想いがした。

七字英輔

『テアトロ』2000年３月号、【'99舞台ベストワン・ワーストワン】より抜粋

　

　この幻想的な作品（化蝶譚）に泉鏡花や三島由紀夫といた耽美主義的な作家の影を感じるに違いない。しかし鏡花とも三島とも違うところが二つある。一つはここにある４つの世界（蝶の住む森、政治または宗教の現実、権力の志向、恋人たちの宇宙）が対立し、その葛藤が鮮明であること、もう一つは、その葛藤の舞台の表現に現代性のあること。例えば主人公はひたすら歩きながらこの四つの世界を踏破していく。そこには１つの世界に溺れていくという傾向がない。これこそ世界の向こう側へ歩いて行く力だ。

渡辺保

　まず感心したのは、他の三篇に比べ圧倒的に文体ができていることだ。泉鏡花を思わせる幻想的なたたずまいに乱れがなく、下敷きにされている大本教や時代背景についての調べも行き届いていて、イメージが具体的な形をとっていたことが大きな武器になった。もう一つは、あからさまではないが、ここには自閉を強いる現代への批判的な眼差しもあったということ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村井健
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